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研究成果の概要（和文）：本研究は、配偶子（精子／卵子）提供や体外受精等の新生殖技術（先

端的生殖補助医療）の実用化やその代替手段としての国際養子縁組を通して近年急激に進行し

つつある親子・家族・婚姻関係再編の実態を、アメリカ合衆国やスウェーデン、韓国等におけ

る不妊治療クリニック医療従事者並びに不妊治療患者等へのインタビューを通して明らかにし、

そうした再編の実態を視野に入れた新たな親子・家族論として多元的親子論・家族論を展開し

た。 
 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to explore the realities of the on-going 

reformulation of parent-child, familial and marital relationships, as brought about by 

the increasing use of the new reproductive technologies (NRTs) and/or their alternative 

of transnational adoption, in the United States of America, Sweden, Korea and other 

countries. Based on the research findings, the author discusses how the multiple 

parent-child relationships have been emerging, and how we should conceptualize them in 

future family studies. 
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１．研究開始当初の背景 
1978 年にイギリスで世界初の体外受精児

（「試験管ベビー」）が誕生して以来、先端的

な生殖技術、すなわち新生殖技術（The New 

Reproductive Technologies）はまさに日進

月歩の勢いで急激に進歩してきた。新生殖技

術は、その実用化以来、欧米や日本のような

先進諸国のみならずシンガポールやインド、
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さらにはイランなどの発展途上国にまで急

速に拡大している。 

以上のような現状認識に基づき、研究代表

者（上杉富之）並びに連携研究者ら（石原理・

出口顕）は、本科学研究費研究プロジェクト

（以下、「科研費研究プロジェクト」と略記）

に先立ち、これまで II 期にわたって生殖補

助医療に関する科研費研究プロジェクトを

実施してきた。 

第 I 期の科研費研究プロジェクト・「新生

殖医療技術に関する社会・文化的対応の国際

比較」（研究代表：上杉富之成城大学助教授

［当時］、平成 12 年度［2000 年度］～平成

14 年度［2002 年度］の 3 年間）では、新生

殖技術の実用化に対する国ごとの対応の実

態を、イギリスやスウェーデン、ノルウェー、

イタリア、フランス、スイス、韓国、日本等

における現地調査から明らかにした。 

その結果、これまでほとんど報告のなかっ

た新生殖技術の実用化に対する国ごとの社

会・文化的対応の実態を明らかにするなど、

多大な成果を挙げた。しかしながら同時に、

限界も明らかとなった。すなわち、第Ｉ期科

研費研究プロジェクトでは、新生殖医療技術

の実用化＝不妊治療が早い時期から国境を

越えて行われているにもかかわらず、そうし

た実態を十分に視野に入れることができな

かったという限界である。 

そこで、こうした「越境する新生殖技術」

の実態を明らかにし、また、それに対する国

や地域を越えた社会・文化的対応を明らかに

するために、研究代表者と連携研究者らは第

II 期科研費研究プロジェクト・「新生殖医療

に起因する国境を越えた社会・文化的諸問題

の実証的研究」（研究代表：上杉富之成城大

学教授、平成 16 年度［2004 年度］～平成 19

年度［2007 年度］の４年間）を実施した。 

 その結果、生殖補助医療が国境を越えてグ

ローバルに実施されていることが明らかに

なるとともに、生殖補助医療の実用化に伴っ

て進行している親子・家族・婚姻関係の再編

が世界的規模で進行しつつあることが明ら

かになった。 

以上、2 期にわたる科研費研究プロジェク

トの研究成果に基づき、本研究プロジェクト

では、新生殖技術（先端的生殖補助医療）の

実用化に伴って近年急激に進行しつつある

親子・家族・婚姻関係再編の実態を欧米諸国

及び韓国における実地調査研究から明らか

にするとともに、そうした実態を視野に入れ

た親子・家族・婚姻関係に関する新たな社

会・文化理論（分析枠組み）を構築し、提示

することを試みた。 

２．研究の目的 
本科研費研究プロジェクトでは、１）新生

殖技術の実用化に伴って近年急激に進行し

つつある親子・家族・婚姻関係再編の実態を、

生殖技術先進国であるアメリカやオースト

ラリア、イギリス、ノルウェーやスウェーデ

ン、さらには韓国における不妊治療クリニッ

クや病院、不妊治療患者へのインタビュー等

を通して実証的に明らかにするとともに、

２）そうした再編に対応した親子・家族・婚

姻関係に関する新たな社会・文化理論（分析

枠組み）を構築し、提示することを主要な目

的とした。 

 
 
３．研究の方法 
調査研究を実施するに当たっては、研究代

表者と連携研究者・研究協力者らが、これま

で 2期にわたる科研費研究プロジェクトを通

してすでにある程度基礎的な資料を得てい

る国を分担して担当した。また、平成 20 年

度［2008 年度］～平成 22 年度［2010 年度］

の 3 年間の調査研究期間を概ね 1 年ごとの 3

つのステージに分け、それぞれのステージで

以下のような調査研究を行った。 

＜第 1 ステージ＞（平成 20 年度［2008 年

度］）：調査研究の開始 研究代表者と連携研

究者・研究協力者は調査研究の目的や方法、

手順等を確認した上で、各自が調査研究を開

始した。 

＜第 2 ステージ＞（平成 21 年度［2009 年

度］）：調査研究の継続 研究代表者と連携研

究者・研究協力者は前年度（平成 20 年度）

の調査研究の成果を予備的に報告し、当年度

の目的等を確認した上で、各自が調査研究を

継続した。 

＜第３ステージ＞（平成 22 年度［2010 年

度］）：補充調査の実施、調査のまとめと成果

の公表 研究代表者と連携研究者・研究協力

者は前年度（平成 22 年度［2010 年度］）まで

の調査研究内容を予備的に報告し、調査研究

の最終年度の目的を確認した上で、各自が補

足的な調査研究を行い、調査研究を完了した。

また、調査研究成果を取りまとめ、公刊の準

備をした。 

 

 

４．研究成果 

（１）調査研究の概要 

＜平成 20 年度＞（2008 年度） 

上杉富之はアメリカ・ロサンゼルスにあ

る日本人不妊患者を専門に扱う不妊治療斡

旋業者の IFC（International Fertility 



 

 

Center）／PFC（Pacific Fertility Center)

を訪問し、斡旋業務やそこで実施される生

殖医療の実態に関するインタビュー調査を

実施した。石原理はスウェーデンのウプサ

ラ大学及び国際養子縁組センター、フィン

ランドのヘルシンキ大学を訪問し、提供精

子等で生まれた子の出自を知る権利の法制

化とその権利の行使の実態に関する調査を

行った。一方、出口顯はスウェーデンの国

際養子縁組センター、フィンランドの国際

養子縁組協会、デンマークのダンアドプト 

・デンマーク国際児童福祉協会等を訪問し、

国際養子の実態に関する調査を行った。ま

た、研究協力者の中村八重は、韓国におけ

る養子縁組制度の実態並びに変化に関する

調査を開始した。 

＜平成 21 年度＞（2009 年度） 

上杉富之は、世界でもっとも生殖補助医

療の実用化が積極的に進められている国

の一つであるイスラエルを訪問し、ハイフ

ァ大学（ Dr. Tsipy Ivry, Dr. Daphna 

Birenbaum-Carmeli）やヘブライ大学の研

究者（Dr. Sigal Gooldin）に面談し、イ

スラエルの生殖医療の実態等に関する情

報を収集した。石原理は、スウェーデンの

ウプサラ大学及び国際養子縁組センター

及びカロリンスカ研究所を訪問し、不妊治

療の代替策としての国際養子の実態に関

する調査研究を実施した。一方、出口顯は

スウェーデンのルンド大学、カロリンスカ

研究所、国際養子縁組センターと、デンマ

ークのダンアドプト・デンマーク国際児童

福祉協会等を訪問・再訪し、引き続き国際

養子の実態に関する調査を行った。また、

研究協力者の中村八重は、継続して韓国に

おける養子縁組の実態に関する調査を実

施した。 

＜平成 22 年度＞（2010 年度） 

 上杉富之は、今日的な社会的・文化的諸

現象を的確に対象化し分析する枠組みと

して、グローバリゼーションとローカリゼ

ーションが同時かつ相互に影響を及ぼし

ながら進行すると考えるグローカリゼー

ションに基づく「グローカル研究」を構想

し、生殖補助医療の進展に伴って進行する

親子・婚姻・家族関係の再編の問題を「グ

ローカル研究」の一環として調査研究する

可能性を検討した。石原理は、スウェーデ

ンの国際養子縁組センターを再訪すると

ともにアイルランドのダブリン大学を訪

問し、不妊治療の代替策としての国際養子

の実態に関する補充調査を実施した。一方、

出口顯はスウェーデンのルンド大学、カロ

リンスカ研究所、国際養子縁組センターを

再訪するとともに、ユニヴァーシティー・

カレッジ並びにアイルランド生殖医療セ

ンターを訪問し、国際養子の実態に関する

調査を行った。一方、研究協力者の中村八

重は、韓国の子どもが北欧諸国に国際養子

として引き取られていることにかんがみ、

スウェーデンの国際養子縁組センターや

デンマークのダンアドプト・デンマーク国

際児童福祉協会等を訪問し、韓国人国際養

子に関する実態調査を行った。 

 

（２）研究成果の概要 

本科研費研究プロジェクトの研究成果の

概要は、上杉富之が編集した、III 部 16 章か

ら成る科研費研究成果報告書、『新生殖技術

の実用化に伴う親子・家族・婚姻関係の再編

に関する国際比較』（2011 年刊）としてすで

に公刊してある。そこで、ここでは、上記報

告書の各章を要約するという形で本科研費

研究プロジェクトの研究成果の概要を述べ

ることとする。 

第 I部・「生殖補助医療の展開」（第 1章～

第 8章）では、近年の生殖補助医療の進展と

現状の概要説明（第 1章「生殖補助医療―産

婦人科の視点から」）の後、配偶子（精子／

卵子）提供の現状（第 2章「配偶子提供の現

状」）や問題点（第 3 章「精子凍結と死後生

殖」、第 4 章「第三者配偶子による生殖の可

能性と問題点」）を報告し、さらに、そうし

た問題を回避・規制するためのガイドライン

の策定状況の概要を海外の動向も交えて述

べている（第 5章「単胚移植に関するガイド

ラインと海外の動向」）。以上の報告及び概要

から、顕微授精技術等の最先端のより効果的

な生殖補助医療技術の導入・実用化以後、配

偶子提供の焦点が卵子提供に移るとともに、

一度に移植される胚が今や各国で一つに限

定されつつあることを明らかにした。 

第Ｉ部ではまた、世界各地に拡大・普及し

ていった生殖補助医療の導入・実用化の概要

（第 6章 “The Economic Impact of Assisted 

Reproductive Technology: A Review of 

Selected Developed Countries” 及び第 7章

“World Collaborative Report on Assisted 

Reproductive Technology, 2002”）と、その

中でも特に、非欧米諸国における生殖補助医

療の受容と現状（第 8章「非欧米社会におけ

る生殖医療の受容過程と実践」）を報告した。

生殖補助医療が欧米や日本等の先進国のみ

ならず今や発展途上国にまで拡大・普及し、

それぞれの国や地域の社会的・文化的文脈に

応じてさまざまなかたちで導入・実践されて



 

 

いることがわかる。 

第 II 部・「親子・家族・婚姻の再編」（第 9

章～第 14 章）では、世界中に普及・拡大し

た生殖補助医療が親子・家族・婚姻関係ない

し制度を再編しつつある現状や実態につい

て報告するとともに、生殖補助医療の代替手

段として家族形成に用いられている国際養

子縁組等について述べた。第 9章「新しい家

族観の形成に向けて―『～である家族』から

『～となる家族』へ―」では、生殖補助医療

の拡大・普及と同時に進行している親子・家

族・婚姻の再編が、1980 年代より徐々に明確

となってきたより大きな社会的・文化的なパ

ラダイム・シフト（帰属形態・原理並びにア

イデンティティ概念そのものに関するパラ

ダイム・シフト）の一部であることを述べた。

第 10 章「代理母―生殖と主体」では、代理

出産を引き受ける代理母の存在を、「子供（を

持つこと）への欲望」を肥大化させた現代社

会の権力の問題として論じつつも、それとは

異なった「友愛」の観点から論じる可能性を

示唆した。第 11 章「『生殖医療と家族のかた

ち』の要約」では、スウェーデンの調査研究

成果を盛り込み、スウェーデンにおける生殖

補助医療の普及が親子・家族・婚姻関係の再

編と同時に生じていることや生殖補助医療

が家族形成の有力な手段として定着してい

ること、その前提として生まれた子の生物学

的・遺伝学的な親を知る権利や制度が保障・

確立されていることなどを述べている。そし

て、日本では、今後、生殖補助医療の有効性

と限界をわきまえた上で、生殖補助医療を新

たな家族やパートナー関係を構築する手段

として受け入れる体制を整備することが重

要であると結論付けた。 

第 12 章と第 13 章の各論考は、家族形成の

手段として、生殖補助医療の有力な代替策と

みなされている養子の問題に取り組んだも

のである。第 12 章「養父母になった国際養

子たち」は、スウェーデンとデンマークでの

調査に基づき、自身が国際養子である不妊カ

ップルが国際養子を取る際、養子の出生国を

どのように、また、いかなる理由から選択す

るのかを検討した。そして、国際養子の出身

国の選択が養父母の出身国と同一ではない

ことから、国際養子縁組における養父母と養

子との間の親子の絆が同一の人種や民族、す

なわち生物学的・遺伝学的な連続性に基づく

ものではなく、日々生活をともにする等、生

活実践を通して形成されるものであると分

析した。第 13 章「韓国における養子縁組に

みる儒教言説の批判的考察」では、かつて多

数の国際養子の「送り出し国」であった韓国

で、近年、国内養子、特に「国内入養」と呼

ばれる父系血縁関係にない子との養子縁組

が増加しつつあることを述べ、養子をめぐる

知識層の「儒教の語り」と実際に養子縁組を

結ぶ家族たちの語り＝認識にずれがあるこ

とを確認した。そして、こうした養子縁組を

めぐる韓国社会の認識の変化が、父系血縁を

重視する伝統的・儒教的な親子や家族観の変

化に基づくものにほかならず、韓国社会を儒

教モデルのみで分析することがもはや不可

能・不適切であることを述べている。 

第 14 章「韓国の現代医療における儒教の語

られ方―臓器移植を中心に」は、現代の韓国

社会がもはや儒教モデルだけでは説明できな

いことを、臓器移植の賛否をめぐる議論の中

で明らかにするものである。臓器移植をめぐ

っては、儒教が賛成・反対のどちらの議論で

も援用され、実際、どちらの文脈においても

説明原理として有効たり得るとする。しかし、

その一方で、賛否どちらの議論においても儒

教倫理との矛盾や不合理があると指摘する。

このことは、儒教が統一された唯一の原理と

してではなく、柔軟な解釈を可能とする多様

性・多層性・多元性を含んだ原理であること

を意味するという。この意味で、狭小な儒教

モデルだけで韓国社会を分析することは適切

ではないと結論づけている。 

以上のような第 I部、第 II 部の議論を踏ま

え、第 III 部「課題と展望」では、生殖補助

医療をめぐる親子・家族・婚姻の再編を人類

学の観点から調査研究する上での今後の課題

と展望について述べた。 

第 15 章「『ポスト生殖革命』時代の比較家

族史研究に向けて」は、1978 年の世界初の体

外受精児の誕生が「生殖革命」と言われた時

代がもはや過去のものとなり、私たちは、生

殖革命によってもたらされた先端的生殖技

術をごく普通の日常の技術として用いるよ

うな時代、すなわち「ポスト生殖革命」時代

を生きていることを確認する。その上で、そ

うであるとすれば、私たちは、先端的な生殖

補助医療によって可能となる新たな親子・家

族・婚姻関係をいかに理解し、制度化すべき

なのかを問うべきであることを指摘した。第

16 章「グローカル化する生殖補助医療」では、

生殖補助医療が世界各国・各地域に拡大・普

及した今、それぞれのローカルな場における

社会的・文化的な文脈に沿った受容・実践に

基づいて親子・家族・婚姻関係等が再編され

ており、そうした再編がグローバルな場の親

子・家族・婚姻関係の再編に影響を及ぼしつ

つあり、今後は、そうしたグローカル化した

生殖補助医療の実態を解明する必要がある



 

 

と結論付けた。 
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